
 

認知症ってどんな病気なの？ 

  

ぜひこのパンフレットを 

参考にしてみて下さい 

 

 

当院では、日頃の暮らしの中で

認知症や認知機能低下によって、

生活のしづらさがある方やその家

族の問題を一緒に考え、解決のお

手伝いをするため、もの忘れ看護

相談外来を開設しました。 

担当者 

第１・３木曜日
13:00～16:00 

坂本真一郎認知症
看護認定看護師 

第２・４木曜日 
13:00～16:00 

北原こゆき認知症
看護認定看護師 

 

 

 

 
食べ物で 
ない物を 
食べる 

 
～原因と対応について～ 

 

独立行政法人 

国立病院機構菊池病院 
住所：〒861-1116 

熊本県合志市福原 208 

☎096-248-2111 

認知症は、様々な原因に

よって、脳の神経細胞が

死んだり、働きが悪くな

ってしまったために、生

活に支障をきたしてしま

った脳の『病気』です。

認知症になると何も分か

らなくなるというイメー

ジがありますが、できる

ところもたくさんありま

す。症状は、人それぞれ

違いますので、支援の仕

方もその人に合わせた対

応が必要になります。 

認知症を理解すること

で、介護の負担軽減につ

ながります。 



 

 

食べ物以外の物を食べようと 

する。目の前の物が食べ物では 

ないことの判断がつかない。 

     

  

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

独立行政法人国立病院機構 菊池病院 

出典：熊谷賴佳 

タイプ別対応でよくわかる認知症ケア  

「食べ物でない物を食べる」

時は、どんな気持ち？ 

 

「食べ物でない物を食べる」 

のは、なぜ？ 

 

認知症が進んでくると、        

目の前にある物が食べ物と 

区別できなくなって口に 

運んで食べようとします 

まちがって飲み込んでしまう 

と窒息をしたり、胃が荒れて 

しまうことがあります 

 

 

どのように関わればいいの？ 

 

 
 

身の回りに危険な物(おむつ 

ボタン、たばこ、洗剤、薬、 

電池、テイッシュなど)を 

置かないようにしましょう 

 

 

｢どうして食べるの！｣と

強い言葉で責めない方がい

い。食事量を増やしてみる 

 

 

①おなかがすいていた 

②おいしそうな物に見えた 

 

 

 

 

 

 

     

 

      

  

    

  

      

  




